
働き方改革・
最低賃金改定の周知
働き方改革・
最低賃金改定の周知

道行く人にビラとティッシュを配布

県民にアピールする弁士ら

原田中小労働対策本部議長が講演

各労組から１５人が参加フェミニストカウンセラー河野和代さんが講演

徳
島
県
中
小
労
働
対
策
本
部
秋
季
学
習
会

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
テ
ー
マ
に
学
習

〜
労
働
法
の
基
礎
講
座
Ⅲ
〜

連
合
徳
島
女
性
委
員
会・男
女
共
同
参
画
学
習
会

5年に1度、
署名活動を展開
目標は1,000万筆！

10月16日（水）　ディーセントワーク行動デー
　　　　　　　　（JR徳島駅前）
10月17日（木）　良質な公共サービス研修会
　　　　　　　　　　　　（労働福祉会館502号室）
10月20日（日）　連合徳島・3地協合同秋の大運動会
　　　　　　　　（徳島市民吉野川運動広場多目的広場Ａ）
10月26日（土）　19期ボランティア・サポートチーム
　　　　　　　　 養成講座　（労働福祉会館502号室）

◎

◎

◎

◎

　
「
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応
援

団
！
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
徳
島
駅
前
行
動
を
２
０
１

９
年
９
月
18
日
に
Ｊ
Ｒ
徳
島
駅

前
で
開
催
し
、
働
き
方
改
革
・

地
域
別
最
低
賃
金
な
ど
を
テ
ー

マ
に
連
合
徳
島
各
構
成
組
織
な

ど
か
ら
25
人
が
参
加
し
、
街
頭

宣
伝
・
最
低
賃
金
の
ビ
ラ
配
布

を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
連
合
徳
島
新
居
会
長

か
ら
、「
10
月
か
ら
消
費
税
が
10

％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。本
当

に
そ
の
財
源
が
社
会
保
障
制
度

の
充
実
や
医
療
・
介
護
・
年
金

制
度
に
活
か
さ
れ
る
の
か
、
ま

た
持
続
可
能
な
制
度
と
な
っ
て

将
来
の
た
め
使
わ
れ
る
の
か
を

確
認
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

厚
生
労
働
省
が
公
的
年
金
の
２

０
１
９
年
財
政
検
証
結
果
を
参

議
院
選
挙
が
終
わ
っ
て
か
ら
の

公
表
と
し
、
前
回
に
比
べ
公
表

が
遅
れ
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ

る
。検
証
結
果
に
つ
い
て
は
基

礎
年
金
の
給
付
水
準
が
２
０
１

９
年
に
対
し
て
、
２
０
４
０
年

に
22
％
低
下
、
２
０
５
３
年
に

は
36
％
低
下
す
る
と
い
う
見
通

し
と
な
っ
た
。連
合
は
こ
れ
ま

で
も
、
公
的
年
金
の
強
化
や
医

療
・
介
護
な
ど
の
持
続
可
能
な

社
会
保
障
制
度
の
充
実
を
訴
え

続
け
て
き
た
。こ
れ
か
ら
も
将

来
に
安
心
を
も
ち
暮
ら
せ
る
社

会
の
実
現
の
た
め
に
、
社
会
保

障
審
議
会
年
金
部
会
で
抜
本
的

な
制
度
改
革

議
論
を
引
き

続
き
要
請
し

て
い
く
」と
述

べ
た
後
、10
月

１
日
か
ら
徳

島
県
の
地
域

別
最
低
賃
金

が
過
去
最
高

の
３
．52
％
ア

ッ
プ
の
上
げ

幅（
27
円
ア
ッ

プ
）で
７
６
６

円
か
ら
７
９

３
円
と
な
る

こ
と
を
周
知
し
た
。

　

続
い
て
、
民
間
大
手
部
会
よ

り
田
村
副
会
長
、
労
働
福
祉
団

体
か
ら
四
国
労
働
金
庫
徳
島
営

業
本
部
森
本
営
業
本
部
長
、
国

民
民
主
党
徳
島
県
連
合
会
庄
野

代
表
、
立
憲
民
主
党
徳
島
県
連

合
増
田
徳
島
市
議
ら
か
ら
「
働

き
方
改
革
に
つ
い
て
」「
労
働
金

庫
が
掲
げ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取

り
組
み
」「
県
政
の
取
り
組
み
と

国
民
民
主
党
の
政
策
」「
徳
島
市

政
の
取
り
組
み
」を
訴
え
た
。

　

徳
島
県
中
小
労
働
対
策
本
部

は
秋
季
学
習
会
「
労
働
法
の
基

礎
講
座
Ⅲ
」
を
労
働
福
祉
会
館

５
０
２
会
議
室
で
開
催
し
、
連

合
徳
島
構
成
組
織
か
ら
15
人
が

参
加
し
た
。

　

こ
の
学
習
会
は
、
２
０
１
９

年
２
月
に「
第
28
回
定
期
総
会
・

一
泊
研
修
会
」で
開
催
し
た「
労

働
法
の
基
礎
講
座
Ⅰ
│
①
」・

「
労
働
法
の
基
礎
講
座
Ⅰ
│
②
」

な
ら
び
に
５
月
の
夏
季
学
習
会

「
労
働
法
の
基
礎
講
座
Ⅱ
」に
引

き
続
き
行
わ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
中
小
労
働
対
策
本
部
原
田

議
長
を
講
師
に
、「
ワ
ー
ク
ル
ー

ル
検
定（
中
級
）」を
前
に
、受
験

者
並
び
に
構
成
組
織
の
組
合
員

に
労
働
法
の
知
識
を
得
て
、
役

立
て
て
も
ら
う
た
め
に
開
催
し

た
。

　

講
演
で
は
、「
社
会
保
険
関

係
」「
高
年
齢
者
の
雇
用
安
定
に

関
す
る
法
律
」「
勘
違
い
や
間
違

い
易
い
法
律
や
事
項
の
ポ
イ
ン

ト
」等
、組
合
活
動
で
知
っ
て
お

く
べ
き
重
要
な
知
識
に
つ
い
て

学
ん
だ
。

　

２
０
１
９
年
９
月
９
日
、
労

働
福
祉
会
館
５
０
２
号
室
に
お

い
て
、
連
合
徳
島
女
性
委
員

会
・
男
女
共
同
参
画
学
習
会
を

開
催
し
、
57
人
（
内
男
性
18

人
）
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、
藤
田
連
合
徳
島

女
性
委
員
長
が
、「
連
合
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
と
暴
力
に
関
す
る

実
態
調
査
で
は
、
５
割
を
超
え

る
人
が
職
場
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

は
あ
る
と
回
答
し
て
お
り
、
そ

の
影
響
は
仕
事
だ
け
で
な
く
、

健
康
に
も
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
し

て
い
る
。
本
日
の
学
習
会
で
、

な
ぜ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
は
必

要
な
の
か
を
勉
強
し
、
そ
れ
を

各
職
場
に
持
ち
帰
り
、
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
今
後
の
組
合
活
動

に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
講
演
で
は
、
フ

ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・

河
野
和
代
さ
ん
よ
り
、「
職
場

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
〜
誰
も
が
の
び
の
び
・

生
き
生
き
働
く
た
め
に
〜
」
を

テ
ー
マ
に
、
「
パ
ワ
ハ
ラ
や
セ

ク
ハ
ラ
に
つ
い
て
は
、
対
策
が

進
ん
で
き
た
。
さ
ら
に
２
０
１

４
年
に
施
行
さ
れ
た
労
働
安
全

衛
生
法
の
一
部
改
正
で
、
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
と
面
接
指
導
の

実
施
を
義
務
づ
け
る
制
度
が
導

入
さ
れ
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に

つ
い
て
職
場
の
新
し
い
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

ふ
た
つ
の
課
題
は

実
は
共
通
の
も
の

で
あ
る
」
と
し
、

暴
力
や
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
定
義
、
特

に
被
害
を
受
け
や

す
い
ケ
ー
ス
、
Ｉ

Ｌ
Ｏ
条
約
加
盟
国

が
や
る
べ
き
こ

と
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
は
被
害
者
・
加

害
者
・
事
業
所
の

す
べ
て
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
と

な
り
、
裁
判
で
は
加
害
者
だ
け

で
な
く
、
管
理
者
・
雇
用
者
も

管
理
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
等

を
説
明
。
ま
た
、
「
う
つ
に
な

ら
な
い
た
め
に
、
自
分
の
感
情

を
大
切
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
感
情
に
良
い
、
悪
い
は

な
い
。
感
情
を
言
葉
に
表
現
す

る
こ
と
で
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
こ
と
。
自
分
自
身
と

う
ま
く
つ
き
あ
う
た
め
に
、
自

分
が
自
分
を
受
け
入
れ
る
こ
と

な
し
に
人
を
受
け
入
れ
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
自
分
を
知
り
、

自
分
を
受
け
入
れ
、
自
分
を
大

事
に
し
て
い
る
の
だ
と
思
え
る

こ
と
が
、
ま
ず
必
要
だ
」
と
の

講
演
を
受
け
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
セ
ク
ハ

ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
の
被
害
者
が
自

分
か
ら
声
を
あ
げ
る
の
は
困
難

で
あ
る
。
職
場
の
仲
間
が
、
申

し
立
て
る
環
境
づ
く
り
が
必
要

だ
」
と
の
意
見
も
出
さ
れ
、
学

習
会
を
終
了
し
た
。
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HUG（避難所運営
ゲーム）体験

避難所運営での
心構えを学習
各構成組織から
18人が参加

避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）を
学
習

第
４
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
養
成
講
座

▶

▶

　

連
合
徳
島
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム（
Ｖ
Ｓ
Ｔ
）養
成

講
座
の
第
４
回
講
座
、災
害
時

を
想
定
し
た
実
技
研
修
② 「
避

難
所
運
営
ゲ
ー
ム（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）」

講
座
を
徳
島
県
立
防
災
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
、構
成
組
織
等

か
ら
18
名
が
避
難
所
運
営
に
つ

い
て
学
ん
だ
。

　

徳
島
県
防
災
人
材
育
成
セ
ン

タ
ー
の
田
中
課
長
補
佐
よ
り
、

地
震
の
仕
組
み
と
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
で
の
県
内
津
波
被
害

予
測
、熊
本
地
震
で
の
避
難
所

運
営
事
例
、避
難
所
開
設
時
の

重
要
点
の
説
明
を
受
け
た
。３

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
後
、グ

ル
ー
プ
内
で
総
務
・
避
難
者
管

理
・
情
報
・
食
料
物
資
等
の
担

当
者
を
決
め
、静
岡
県
危
機
管

理
部
が
考
案
し
た
Ｈ
Ｕ
Ｇ
を

使
っ
て
、カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ

て
い
る
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

家
族
構
成
・
配
慮
情
報（
健
康

状
態
・
被
災
状
況
）を
全
員
が

把
握
し
な
が
ら
、避
難
所
と
設

定
し
た
学
校
の
敷
地
・
教
室
の

見
取
り
図
に
避
難
者
を
誘
導

（
カ
ー
ド
を
配
置
）し
た
。

　

カ
ー
ド
の
中
に
は
、仮
設
ト

イ
レ
や
水
、食
料
等
の
避
難
物

資
が
到
着
す
る
情
報
記
載
も
あ

り
、何
処
へ
設
置
し
保
管
す
る

の
が
良
い
か
を
相
談
し
な
が
ら

決
定
し
て
い
く
が
、中
で
も
、難

し
い
の
は
、乳
幼
児
や
高
齢
者
、

病
人
、外
国
人
、ペ
ッ
ト
な
ど
の

情
報
も
あ
り
、入
所
場
所
の
配

置
は
計
画
的
か
つ
配
慮
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

　

ま
た
、
実
際
の
避
難
所
で
は

24
時
間
、
大
勢
の
避
難
者
が
訪

れ
る
の
で
受
付
前
に
避
難
者
情

報
（
住
所
・
氏
名
・
家
族
構

成
・
配
慮
情
報
）
を
書
い
て
も

ら
う
重
要
性
と
、
避
難
所
運
営

の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を

繰
り
返
し
て

訓
練
す
る
事

の
大
切
さ
を

学
ん
だ
。
今

後
も
Ｈ
Ｕ
Ｇ

講
座
を
取
り

入
れ
て
一
人

で
も
多
く
の

参
加
者
に
、

災
害
時
に
お

け
る
対
応
を

学
ぶ
機
会
を

提
供
し
た
い
。

最低賃金が、
ことしも変わります。

最低賃金制度って何？

確認の方法は？

働くすべての人に、
賃金の最低額（最低賃金額）を
保障する制度です。
年齢やパート・学生アルバイトなどの
働き方の違いにかかわらず、
すべての労働者に適用されるんです。

確認したい賃金を時間額にして
最低賃金額（時間額）と
比較してみましょう！

（※1）

（※2）
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